
 
 

  
 

今年7月、世界で194番目、アフリカで54番目の独立国南スーダンが誕生します。 

長い内戦を経て南スーダンの人々は、初めて自分たちの政府を持つことになりま 

した。この映画は、スーダンの普通の人々の生活と言葉を刻み込んだ希少な記録 

映像であるとともに、日本人の体験との重なりを体感する映像詩でもあります。 

 
 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ・ご注文・発送について 
問合せ・ご注文 エクリプス（担当 嶋田）まで 

メール eclipse_asahi＠yahoo.co.jp (＠を半角にして下さい） 
ご注文の際はご購入枚数と、お名前・ご住所・ 

電話番号、メールアドレスをお知らせください。 

価 格 図書館・学校 \13,500-（税込） 
一 般     \3,150-（税込） 

発 送 ８月上旬より発送予定しております。 
お支払 商品発送時に郵便振替用紙を同封します。 

     （口座番号 00220-2-84569 加入者名 エクリプス） 

July 9th,2011 “The Republic of South Sudan” 誕生 

特典映像 

物語 

スーダン北部の小さな村に住む11歳の少年アフメッドは東京の小山さんと二年前から文通している。国際NGOの途上国支

援事業のひとつだ。小山さんはスーダン内戦のニュースに接するたび、焼け野原の東京を思い出し、アフメッドを慮ってき

た。そして、アフメッドのビデオを見た彼女は思いがけない反応を示す…。内戦の舞台となったスーダン南部のジュバでは、

多くの老人たちが内戦やエイズで子を失い、孫たちを育てている。ロダとヨセパ夫妻も3人の孫を育ててきたが、北部へ逃れ

た娘の帰郷を願う。戦時中輜重兵として満州に従軍した石井さんは、軍隊での経験を語りつつ、家族の写真を懐かしそうに

見る。日本とアフリカで紡がれた、「普通の人々」の体験と思いが、彼我の差を埋めていく…。 

「アブバとヤーバ」公式ブログ 
http://abubayaaba.blog42.fc2.com/ 

ブログからもご注文頂けます。 

制作 Note 

一見対照的な二つの地域で、アブバ（おばあさん）、ヤーバ（おじいさん）それぞれの体

験を取材するうちに、「親と子」「戦争」「肉親との別れ」といった共通項が浮かび上がっ

てきました。遥か遠くの国で、日本と同じことが起こっているのだと強く実感しています。

（監督 大宮直明） 

2011年1月に行なわれた住民投票。98.83％の人々が南部の分離独立を選択しました。包括 

的和平合意のメッセージは何だったのか、一人ひとりはどんな思いで投票に臨んだのか。 

3年ぶりに訪れたジュバの様子と、ロダさん一家のその後を収録しました。 

「レファレンダムとロダさん一家」（約 11分） 

 


